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石宙明 SEOK, Du-Myung (1908–1950)

蝶類研究に多大な貢献をした韓国初の昆虫学者

生涯を通じて75万個体の蝶の標本を収集したが、朝鮮戦争
でコレクションは完全に焼失

現在までに石のコレクションのうちわずか32個体の蝶の標本
のみが韓国に残存

日本の九州大学昆虫学教室で収蔵標本を調査した結果、
1930年代から1940年代にかけて石が朝鮮半島で収集した標
本（合計35種129個体）が保管されていることが明らかになっ
た。

これらの標本は韓国国立生物資源館（NIBR)に移管された。



1921年から1922年にかけて九州大学の動物学・
昆虫学・蚕学の三講座に相当する教室を創設

現在の昆虫学教室の初代教授江崎悌三が就任
する以前に昆虫学関連の文献を整備するなど、
教室の基礎を築いた。 

石宙明は農学を学ぶために1926年に日本の鹿
児島高等農林学校に入学。

その後博物学に興味を持ち、同校の教員であっ
た岡島銀次に師事して昆虫学を修めた。

 

岡島銀次 OKAJIMA, Ginji (1875－1955)

岡島は1920年代後半に石宙明を指導。石は岡島に感謝していた。



Neptis okajimai（オカジマミスジ）と Zephyrus ginzii（ギンジシジミ） 

石宙明 (1936)
N. okajimai Z. ginzii

石宙明は2種のチョウを新種として記載し、岡島銀次に献名した。



Neptis okajimai Seok, 1936

Neptis okajimai（オカジマミスジ）

現在の学名：
Neptis philyraMénétriès, 1858
（okajimaiはphilyraのシノニム）

Joo et al. (2021)



Zephyrus ginzii（ギンジシジミ）

Zephyrus ginzii Seok, 1936

現在の学名：
Protantigius superans ginzi (Seok, 1936)

亜種の有効名として存続
Joo et al. (2021)Sibatani (1987)



江崎悌三 ESAKI, Teiso

九州大学昆虫学教室の初代教授。研究の基本となる昆
虫標本と文献の収集整理に取組み、日本の昆虫学研究
の基礎を構築

カメムシ目とチョウ目の系統分類に従事し、朝鮮半島
を含む東アジア、琉球列島、ミクロネシアなどで採集
探検旅行を行い、莫大な標本を収集

江崎コレクション江崎文庫

（1899－1957）

1930年代に石宙明と交流



九州大学昆虫学教室には、外部からの来客者が署名する芳名
録が残されているが、1936年10月28日に昆虫学教室を訪問し
た時に石宙明が署名を残している。

芳名録



1935–1937年に採集した標本ラベルに「石宙明氏寄贈」の記
述があることから、その当時に標本が石宙明本人から九州大
学に寄贈されたと思われる。

採集ラベル



柴谷篤弘 SIBATANI, Atuhiro（1920－2011）

生物学者・鱗翅目の分類学者 京都大学出身

鱗翅目の交尾器に関する出版した際に、石宙明から朝鮮半
島産の材料の提供を受けるなど、直接交流

1985年と1987年に二度にわたって石宙明について日本鱗翅
学会の雑誌（やどりが）に紹介

1994年に三枝豊平、広渡俊哉と共著で東アジア産ゴマシジミ
属（Maculinea : 現在はPhengaris)のレビジョンを出版



Sibatani (1985) Sibatani (1987)

石宙明の経歴と業績を詳しく紹介



Sibatani (1987) 柴谷は韓国を訪問し、石の妹から取材



杉谷岩彦 SUGITANI, Iwahiko （1888－1971）

東京大学・京都大学出身 数学教師

東アジアを中心として世界各地の蝶蛾を収集

杉谷コレクション： 江崎教授時代に九州大学に寄贈
蝶蛾類の標本約36,000点 現在では調査や入手が
困難な朝鮮半島北部の標本を多数含む

石宙明とも交流



杉谷コレクションを利用した東アジア産ゴマシジミ属
Maculineaの分類学再検討

Sibatani, Saigusa & Hirowatari (1994)



Joo et al. (2021)

Phengaris kurentzovi (Sibatani, Saigusa
& Hirowatari, 1994)

灌木が混じる草原地帯に生息

韓国では江原道で記録があるが、分布は限定的



石宙明が採集した昆虫標本

九州大学昆虫学教室（2024年9月24日）
九州大学から韓国国立生物資源館への標本の移管



Joo et al. ( 2021)

石宙明が採集した昆虫標本（１）

ヒメシジミ Plebejus argus (Linnaeus, 1758)

韓国では済州島のみに分布する希少種。朝鮮半島で
は、北朝鮮の北部に分布。

Shirôzu & Sibatani (1943) は石が済州島の漢拏山山
頂で採集した標本をもとに新亜種Plebejus argus 
seokiとして石に献名。



朝鮮半島全域に分布。湿性の低潅木林や草原的環境
に生息しているが、このような環境の減少につれて個
体群も減少している。

石宙明が採集した昆虫標本（２）

チョウセンキバネツノトンボ Libelloides sibiricus (Eversmann, 1850) 



朝鮮半島では江原道以北に分布。Nomura (1937)は石が
採集した標本をタイプとしてにcoreanaという亜種小名を与
え、さらにはこの亜種内にf. seokiを記載した。

石宙明が採集した昆虫標本（３）

シータテハ Polygonia c-album (Linnaeus, 1758)



大型の寄生蜂で、長い産卵管が特徴的。大型のカミキリムシの
幼虫に寄生し、朝鮮半島、日本列島を含むアジア各国に分布す
るが、近年は減少傾向にある。

石宙明が採集した昆虫標本（４）

ウマノオバチ Euurobracon yokahamae (Dalla Torre, 1898) 



おわりに

今回、石宙明の標本に関して韓日が共同で貴重な
標本の発見・保存に貢献できてうれしく思います。

これを契機に、韓日の共同研究が続くことを祈念し
ています。

ご清聴ありがとうございました。


